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ムサンプリングした No個のベクトルを使う.もし､No- M -Nすなわち 回 と砂ニ)
が全ヒルベル ト空間を尽 くせば､厳密な結果が得られる｡JaklicandPI･elovsekによれば､











l l l:.声 士二二二 二二二二=I=I.二 -------～
- J=0.4
J=0.5





.,/' ､､- --- --～
l lr ●~-～. l ー●一一




0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
rJ
図 2:16サイト2ホールのt-JモデルのS(Q)､Imx(LJ)及び/1,の温度依存性
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図3‥10サイト2ホールのt-JモデルのxのClの温度依存性.Mに対する収束性と厳密解と
の比較
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｢モンテカルロ法の新展開2｣
4 まとめ
初期ベクトルをランダムサンプリングするランチョス法を用いて､16サイト2ホールの
i-Jモデルに対し､S(Q)､Imx(u)及びxの温度依存性を計算し､高温超伝導体の擬ギャッ
プの起源が､反強磁性スピンゆらぎの成長によるクロスオーバーとして説明できる可能性
を示した｡この計算法の問題点として､ランチョス法の性質を反映して､低温と高温の性
質が強調されすぎて､中間温度領域では正しい値に収束しない場合があることがわかった｡
今後､この中間温度領域の性質を取り込むための改善策を検討する必要がある｡
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